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研究主題 
 
 

平成２５年４月に中央教育審議会より「第２期教育振興計画について(答申)」が発表された。 

そこでは、「多様な知識が生み出され、流通し、課題も一層複雑化し、一律の正解が必ずしも

見いだせない社会では、学習者自身が、生涯にわたり、自身に必要な知識や能力を認識し、身

に付け、他者との関わり合いや実生活の中で応用し、実践できるような主体的・能動的な力が

求められている。」１と表現されている。社会は、グローバル化や情報化の進展などにより、

予想を超えたスピードで変化し、多様化が一層進んでいる。この変化に対応していくには、自

らが主体的に問題を解決していく力が求められている。主体的に問題を解決し知識や能力を習

得し活用していくことで、学習者の自立が図られ、協働、創造と相まって、生涯学習社会を形

成していくことが期待されている。 

そこで本部会では、主体的に追究するという点に着目し、社会科の学習においてその姿を「自

ら社会的事象に関心をもち、意欲的に調べ、意味を考え表現すること」と定めた。ここでは問

題解決に向け、意欲的に調べるとともに、学習を振り返って、思考・判断したことを表現する

学習過程が重要であると考えた。そして、児童を主体的に追究させるためには、学習を振り返

り、社会的事象の意味を考える段階まで追究意欲が持続する手だてが必要である。 

その手だてとして、本部会では、「各教科の指導に当たっては、児童が学習の見通しを立てた

り学習したことを振り返ったりする活動を計画的に取り入れるよう工夫すること。」２とされて

いることを受け、見通しと振り返りという学習活動に焦点を当てることとした。見通し及び振

り返りの活動を計画することで自主的に学ぶ態度を育むことは、学習意欲の向上に資するもの

であると共に、学習内容の確実な定着が図られ、「思考力・判断力・表現力等の育成」にも資す

るものであると考える。しかし、実際の我々の社会科の授業では、問題解決の見通しをもつ活

動についての実践が多く行われているわけではない。学習問題を見いだす活動は主体的であっ

ても、調べる活動になると見通しがもてずに児童の意欲が低下してしまう場面がある。そのた

め、社会的事象の意味を考えるために振り返る活動が十分に行われていないという実態が見ら

れた。そこで、学習問題に対して、内容や方法から学習の見通しを立て、それに沿った振り返

りができれば、児童の主体的な追究につながると考えた。 

実際には、それぞれの学年の学習内容を考慮して、分科会で見通しや振り返りの活動の重点

を定め研究を進める。そして、主体的に追究するために必要な教材を開発し、追究の見通しを

もたせる手だて、振り返って社会的事象の意味を考え表現させる手だてなどについて、検討を

重ねることとした。 

以上から、本部会では、今期の研究テーマを「児童が社会的事象を主体的に追究するための

指導の工夫」と設定した。 

                                                  
１中央教育審議会平成 25 年 4 月 25 日「第２期教育振興計画について(答申)」「社会を生き抜く力の養成～多

様で変化の激しい社会での個人の自立と協働～」より抜粋 
２ 文部科学省平成 20 年 3 月『小学校学習指導要領 総則』 

児童が社会的事象を主体的に追究するための指導の工夫 
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中学年分科会研究主題 
 

 
Ⅰ 研究主題設定の理由 

 小学校学習指導要領社会には、第 3 学年及び第 4 学年の態度に関する目標として「地域社会

の一員としての自覚をもつようにする。」「地域社会に対する誇りと愛情を育てるようにする。」

とある。この目標を実現するためには、児童が主体的に知識及び技能を習得し、社会的事象を

追究していくことが重要であると考える。 
しかし、本分科会で児童の実態を調査したところ、社会的事象を追究する意欲が最後まで持

続しない児童が多い、地域社会の一員としての意識をもって社会的事象を捉えることができて

いる児童が少ないという実態が明らかになった。この実態を受け、児童の追究意欲を持続さ

せ、自分も地域社会の一員であるという当事者意識をもたせるためには、児童に社会的事象を

追究する際の「見通し」を具体的にもたせること、学習してきた内容を「振り返り」、地域の人々

の働きや、生活との関連について考えさせることが必要であると考えた。 
そこで、本分科会では、研究の内容を「児童が見通しをもって追究するための指導の工夫」

及び「児童が社会的事象について当事者意識をもって考えるための指導の工夫」と設定した。 
「児童が見通しをもって追究するための指導の工夫」では、小単元全体の学習の見通しを立

てる学習活動を効果的に指導計画に位置付けた。また、小単元全体の学習の見通しを「学習計

画」として表すことにした。この「学習計画」は、単元を貫く「学習問題」と、それを解決す

るために細分化された「小問題」、さらに実際に調べる時の「追究の視点」を、児童の予想など

をもとに作成していくものである。「学習問題」「小問題」「追究の視点」を解決の順に並べて児

童へ示すことで、小単元を通した学習の流れを確認することができ、児童は見通しをもって主

体的に学習できると考えた。 
「児童が社会的事象について当事者意識をもって考えるための指導の工夫」では、教材を開

発する視点及び、発問を検討する視点を明確にすることに重点を置いた。教材の開発では、児

童が社会的事象に当事者意識をもつことができるように、「地域で活躍する（共感をもてる）」、

「生活との関連が見える」、「時間のつながりが見える」という視点から教材の開発を行った。

そして、その教材を基に、社会的事象の背景にある「人の働きや取組」に着目できるような発

問を検討した。このように、教材を開発する視点と、発問を検討する視点を明確にして、児童

に示すことで、児童は社会的事象について当事者意識をもてるようになり、さらには、社会的

事象の意味や、よりよい地域社会の発展について考えることができると考えた。 
全体の研究主題と以上の内容から、本分科会では研究主題を「児童が見通しをもって主体的

に追究し、よりよい地域社会の発展を考えるための指導の工夫」とした。 
Ⅱ 研究の仮説 

 見通しと振り返りの学習活動を指導計画の中に位置付けることで、児童は具体的な学習計画

を立て、主体的に社会的事象を追究するようになるであろう。さらに教材開発や発問を検討す

る視点を明確にすることで、児童は社会的事象について当事者意識をもち、地域社会のよりよ

い発展を考える児童が育つであろう。 

児童が見通しをもって主体的に追究し、
よりよい地域社会の発展を考えるための指導の工夫
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Ⅲ 研究構想図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【社会科の目標】 
社会生活についての理

解を図り、我が国の国土と

歴史に対する理解と愛情

を育て、国際社会に生きる

平和で民主的な国家・社会

の形成者として必要な公

民的資質の基礎を養う。 

【学習指導要領】 
第３学年及び第４学年の

目標・内容 

【全体研究主題】 
児童が社会的事象を

主体的に追究するため

の指導の工夫

【中学年分科会 研究主題】 
児童が見通しをもって主体 
的に追究し、よりよい地域
社会の発展を考えるための
指導の工夫 

【児童の実態】 
・調べ方、まとめ方がわ

からない。 
・何を調べればよいか分

からない。 
・どこに着目して資料を

集めたり、読みとった

りすればよいか分か

らない。 
・社会的事象を自分のこ

ととして捉えること

ができない。 

【育てたい児童像】 
・社会的事象に関心をもつことができる児童 
・学習計画を立案し、調べる内容を決める事ができる児童 
・計画に従い、見通しをもって追究できる児童 
・調べる方法、まとめる方法が身に付いている児童 
・事象についてさらに深く追究できる児童 
・社会的事象について当事者意識をもち、地域社会のよりよい発展を考える児童 

【研究仮説】 
見通しと振り返りの学習活動を指導計画の中に位置付けることで、児童は具体的な学習計画を立

て、主体的に社会的事象を追究するようになるであろう。さらに教材開発や発問を検討する視点を

明確にすることで、児童は社会的事象について当事者意識をもち、地域社会のよりよい発展を考え

る児童が育つだろう。 

１．児童が見通しをもって追究するための指導の工夫 
○小単元全体の学習の見通しを立てる時間を、    ○「振り返り①」を行う。 

指導計画に位置付ける。              
 
 

①学習問題を見いだす。               ・小問題について分かったこと 
②学習問題を解決するための小問題を見いだす。          ＋ 
③小問題に対する予想をする。            ・追究と解決の状況の確認 
④追究の視点を整理する。               

 
２．児童が社会的事象について当事者意識をもって考えるための指導の工夫 

○教材を開発する視点 ○発問を検討する視点    ○「振り返り②」を行う。 
  を明確にする。    を明確にする。 

 
・生活との関連     ・人の働きや取組   ・ 

 ・共感をもてる人物    ・原因と結果       ・社会的事象についての当事者意識 
 ・時間のつながり     ・目的と手段       ・よりよい地域社会の発展 

学習計画 振り返り①

振り返り②
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Ⅳ 研究の内容 

１ 児童が見通しをもって追究するための指導の工夫 
○ 小単元全体の学習の見通しを立てる学習活動を、指導計画に位置付ける。 

  小単元の「つかむ段階」で見いだした「学習問題」を児童が主体的に追究するために、指

導計画に小単元全体の見通しを立てる学習活動を位置付けた。この学習活動は、児童一人一

人が調べる内容と方法を具体的につかめるようにすることをねらいとしている。この小単元

全体の学習の見通しを「学習計画」に表すこととした。 
 
 
 
 

このように、「学習計画」を基にして学習の流れを示すことで、児童は見通しをもち、追究

する内容を明確にしながら、主体的に追究することができると考えた。 
 ○「振り返り①」を行う。 

小問題を解決するごとに「振り返り①」を行うことで、児童に学習問題の追究と解決の状

況を意識させることができる。また、追究と解決の過程を振り返る中で、児童が新たに見い

だした疑問は、解決の必要性を検討した上で、新たな小問題として「学習計画」に加えてい

くこととした。 
 
２ 児童が社会的事象について当事者意識をもって考えるための指導の工夫 

小単元の「まとめる段階」において、それまでに習得してきた知識及び技能を生かして、社

会的事象について当事者意識をもって考えられるようにした。その際に重視したことが教材と

発問である。 
○教材を開発する視点を明確にする。   

  児童が社会的事象について当事者意識をもって考えることができるようにするために、以

下の視点を基に、教材を開発した。 
◇生活との関連 ◇共感をもてる人物 ◇時間のつながり（過去から現在、そして未来） 

○発問を検討する視点を明確にする。 
上の教材を用いて、児童が社会的事象の背景にある「人の働きや取組」に着目することが

できるように、◆原因と結果 ◆目的と手段 という２つの視点を基に発問を検討した。 
 ※実際の授業で行った発問 
 
 
 

○「振り返り②」を行う。 
  以上の教材と発問を用いて「振り返り②」を行うことで、児童は小単元全体を通して、社

会的事象について当事者意識をもてるようになり、さらには社会的事象の意味や、よりよい

地域社会の発展について考えることができると考えた。 

○どうして、上水として使われなくなった玉川上水を復活させたのだろうか。（目的と手段） 
 （玉川上水を復活させたという手段を示して、その目的を問う→人の働きが見える） 
○７年の間に最終処分場の残りの年数がのびたのはなぜか。（原因と結果） 

 （残余年数が延びたという結果を示して、その原因を問う→人の働きが見える） 

①小単元全体

を貫く学習

問題を見い

だす。 

②学習問題を解決

するための小問

題を見いだす。 
※学習問題の細分

化 

③小問題に対する

予想をする。 

※小問題の言葉を

要素ごとに分類

する。 

④追究の視点を整

理する。 
※具体的な問いに

表す。 
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Ⅴ 実践事例１＜児童が見通しをもって追究するための指導の工夫＞ 

 「玉川上水と玉川兄弟」【第 3 学年及び第 4 学年内容（5）ウ】 

（１）小単元の目標 

玉川上水に関心をもち、玉川上水の工事の様子や工事に使った道具などについて、資料を

活用して調べ、玉川兄弟の苦心について考える。 

（２）実践（全１０時間） 

 ねらい ○主な学習活動 研究の内容(1)(2)との関連 ・児童の反応 

 

提示資料を読

み取った時の疑

問から、学習問題

と小問題を見い

だす。    ① 
 

○資料を見て、疑問点を挙げる。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○抱いた疑問から学習問題を見

いだす。 
○学習問題を細分化し、詳しく

追究していくための小問題を

つくる。 
○それぞれの小問題の予想をノ

ートに書く。 
 

(1)学習計画の作成 
資料を読み取った児童の発言や疑問  
・たった８か月でできたの！？ 
・どうやってつくったのだろう。 
・なぜつくったのだろう。 
・玉川上水は玉川兄弟がつくったんだ。 
 
学習問題 玉川兄弟は、なぜ、どのようにして玉川上

水をつくったのだろうか。 

 
小問題① 玉川兄弟はどのような人物なのだろうか 
小問題② 玉川兄弟は、なぜ玉川上水をつくったのだ

ろうか。 
小問題③ 玉川兄弟は、どのようにして玉川上水をつ

くったのだろうか 
小問題①の予想  
・仕事熱心・えらい人・あきらめない人・人のために何

かやろうとする人・貧しい生まれ・農家・ちょんまげ・

着物 
小問題②の予想  
・田畑に水をやるため・日照り続きで水がなかったか

ら・川が少ないから・江戸を水不足にならないように

したいから・殿様に命令されたから 
小問題③の予想  
・村の人と一緒に工事をした・土を掘った・シャベルの

大きい物を使った・鉄の道具を使った・地下水を 用

した・川から水を引いた・1 回では成功しなかった

予想をもとに

具体的な学習計

画を立てる。 ② 

○班ごとに予想を交流し、班と

しての予想をまとめる。 
○班ごとの予想をクラスで交流

し、分類する。 
○分類された予想をもとに、小

問題を追究する視点をつく

る。 
○立案した学習計画で学習問題

の解決がうまくできるか振り

返り、ノートに記述する。 
（振り返り①） 

小問題①の追究の視点 
・職業を調べる 
・人柄を調べる 
・格好を調べる 
小問題②の追究の視点 
・水不足の原因を調べる 
・玉川上水をつくると、誰が言い出したのか調べる

小問題③の追究の視点 
・道具を調べる 
・水路を調べる 
・工事をした人を調べる 
・工事の苦労を調べる 
 

1653 年 

1654 年 

玉川上水ができた 

児童の疑問から学習問題を見いだす

問題を細分化して小問題をつくる
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 ねらい ○主な学習活動 研究の内容(1)(2)との関連 ・児童の反応 

 

［小問題①］ 
玉川兄弟の職

業や人柄などに

ついて、資料を選

択して具体的に

調べる。   ③ 

○調べる視点について、教科書

や資料を使って調べる。 
・目次に「玉川兄弟の仕事」と書いてあるから、この

本で調べてみよう。 
　分かったこと→・農民か町人だった・着物を着てい

　た分からなかったこと→・人柄 
・問題解決にほんの少しだけ近づけたと思う。理由は

仕事や人柄も少しだけなら調べることができたか

ら。 

 

小問題②］ 
玉川上水は、当

時の江戸の人口

が急増したこと

による生活用水

の確保のために

つくられたこと

を理解する。 ④ 

○調べる視点について、教科書

や資料を使って調べる。 
・江戸の町は急に人口が増え、生活に必要な水が足り

なくなっていた。 
・玉川上水が完成しただけでは、江戸の水不足を解決

できないと思う。 
・玉川上水の水を、江戸の人たちはどうやって使った

のだろう。 
小問題④ 玉川上水ができたあと、どのようにして江

戸のまちの水不足を解消したのだろうか。 

 

小問題③］ 
工事の道具や

方法、大変さを理

解する。   ⑤ 
羽村から水を取

り入れている理由

を理解する。 ⑥ 
小問題④］ 
玉川上水とそ

の分水が、広い範

囲で生活向上に

役立っていたこ

とを理解する。⑦ 

○調べる視点について、教科書

や資料を使って調べる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
※江戸時代の分水の様子 

・工事では「かご」や「もっこ」などを使った。（道

具） 
・工事のために、武蔵野、奥多摩、秋川の村の人たち

が呼び集められた。（人） 
・水は羽村で、多摩川から引いている。他の土地から

だと土がよくなかった。（水路） 
・工事は２度失敗している。９２ｍの高低差しかない

ので大変だった。玉川兄弟が３０００両を出資し

た。（苦労） 
・予想通り、新しく水を引いたところがあった。 
・四谷から先は、地下に「とい」をはりめぐらして水

を届けた。今の水道管みたいだ。 
・分水の周りに集落が増えた。 

 

学 習 問 題 に

対する自分の

考えをまとめ

る。    ⑧ 
 

○学習計画やこれまでに調べた

事柄を振り返り、学習問題に

対する自分の考えを、ニュー

スのように小見出しを付けて

まとめる。 

（まとめの例） 
・「ついに完成！」玉川兄弟は、工事の失敗やお金が

足りなくなって自分の家を売るなど、苦労があった

けど江戸の人たちのために、あきらめずにがんば

り、とうとう玉川上水を完成させた。 
約３６０年前

に作られた玉川

上水が、今もなお

一部上水として

使用されている

ことや、多くの人

たちの努力によ

り現在の玉川上

水があることを

理 解 す る 。 

⑨ 
単元のまとめ⑩ 

○玉川上水は、現在は一部分が

上水として使用していること

と、残りは上水として使われ

ていないことを知る。 
○玉川上水が使われなくなって

いった経緯や、玉川上水を残

そうとした人たちの努力につ

いて、実際に関わっている人

の話や文献などから調べる。

○これまで学習してきたことと

玉川上水の現在を考え、文章

でまとめる。（振り返り②） 

(2)一部分しか上水としての機能が残っていないにも

関わらず、玉川上水に今も水を流していることの意

味を考える。 
（東京都水道局の人の話の概要） 

昭和４０年に村山浄水場ができたことにより、玉川上水の

水は小平監視所までで止まりました。しかし昭和４８年に、

玉川上水からの分水である野火止用水復活の声が地域から

あがりました。そして昭和５７年に清流復活事業が発足。昭

和６１年には玉川上水にもきれいな水が再び流れ始めまし

た。現在、玉川上水を維持するのに毎年約１億円の費用がか

かっていますが、地域の人たちが身近に水辺空間を親しんで

くれて、よかったと思っています。 
・玉川上水に水を流すのに、大変な工事をしていたな

んて知らなかった。 
・昔につくったものを今も大切に残していくのは大変

なのだと思った。 
・玉川上水にはまだまだ分からないことがたくさんあ

る。これからもっと調べてみたい。 

追究を通して新たに生じ

た疑問をもとに、新たに小

問題④を設定した。 
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Ⅵ 実践事例２＜児童が社会的事象について当事者意識をもって考えるための指導の工夫＞ 

「わたしたちのくらしとごみ」【第 3 学年及び第 4 学年内容⑶アイ】 

（１）小単元の目標 

  地域の人々の生活に必要な廃棄物の処理について、清掃工場を見学したり、資料を活用し

たりして調べ、廃棄物の処理にかかわる対策や事業は計画的、協力的に進められていること、

地域の人々の健康な生活の維持と向上に役立っていることを考える。 

（２）実践（全 14 時間） 

 ねらい 〇主な学習活動 研究の内容⑴⑵との関連 Ａ～Ｄ児の反応 

ごみを分別して

出している意味を

考え、ごみの始末

に関心をもつ。① 

 

 

 

〇ごみを「出す」時の「出

す」の意味を考える。

〇学習問題の言葉を話し

合って決める。 

⑵ ごみを「出す」ことの意味から社会的事象

であることを確認し、関心を高める。 

⑴ 出したごみが、その後「誰が」「どのよう

に」しているのか疑問をもてるようにする。

 学習問題の解決

のために調べて確

かめることを検討

し、追究する見通し

をもつ。    ② 

〇学習問題の解決のため

に調べて確かめること

や調べる順序を話し合

い、学習計画をつくる。

(1) 学習問題の「どのような」を細分化し、解

決するために調べて確かめることを予想

し、それを基に話し合い、内容を検討する。

 

【予想】 

Ａごみを出すと、ごみを収集する車が取りに来

てくれて、清掃工場に持って行ってくれる。

Ｂごみ出しと収集の曜日と時間は、自治体ごと

に決められている。 

Ｃ最終処分場がいっぱいになったら大変なの

で、どんどんリサイクルを進めればよい。 

Ｄ回収された資源は、それぞれの素材ごとに工

場に運ばれ、リサイクルされる。など 

⑴ 立案した学習計画に即して追究する。 

【振り返り】 

Ａ燃やすごみは、ごみ収集車が清掃工場に運

出したごみが、種

類ごとにそれぞれ

の施設に運ばれて

処理されることが

分かる。    ③ 

〇出されたごみがどこに

運ばれるかを調べる。

 

 出したごみは、決

められた曜日・ルー

トに従って計画的

に収集されること

が分かる。  ④⑤ 

〇自宅のごみ出しの曜日

を調べ、白地図に表す。

 

 ごみの分別は、地

域の人々の話合い

によって決められ

ていることや分別

の仕方は地域によ

って違いがあるこ

とが分かる。  ⑥ 

〇ごみ分別のきまりを読

み取る。 

 

 渋谷清掃工場で

の燃やすごみの始

末の仕方、23 区の

清掃工場が協力し

て燃やすごみを始

末していることが

分かる。   ⑦ 

〇23区の清掃工場の地図

を見て話し合う。 

〇渋谷清掃工場の燃やす

ごみの始末の仕方を調

べる。 

 ごみの最終処分

場である、新海面処

分場の位置や仕組

みが分かる。   ⑧ 

〇埋め立て処分場の位置

や仕組みを調べる。 

  

 

 
わたしたちが出したごみは、どのようにして始末されるのだろう？

学習のまとめ　未来のために私たちがすべきことは何か？

①集められたごみは、どこに運ばれているか？

②集められたごみは、誰がどのようにして始末しているのか？

③渋谷清掃工場や２３区の清掃工場はどのような仕組みだろうか？

④ごみ分別の仕方は、誰がどのようにして決めたのか？

⑤埋め立て処分場はどのような仕組みだろうか？

⑥回収された資源は、どのようにして再利用されるか？

⑦埋め立て処分場がいっぱいになる50年後より先のごみは、どのよ
うに始末するのか？

学習問題
私たちが出したごみは、どのようにして始末されているのだろう？
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 回収された資源

が、物質ごとに分類

され処理されて再

生品になることが

分かる。    ⑨ 

〇それぞれがどこに運ば

れ、処理されるかを調

べる。 

び、粗大ごみや燃やさないごみ、資源は収集

車によってそれぞれの場所に運ばれ処理さ

れる仕組になっていました。 

Ｂごみ出しのきまりは自治体ごとに決められ

ていて、燃やすごみの曜日は地区ごとになっ

ていました。 

Ｃごみ始末にはお金がかかっていた。毎日たく

さんのごみが出るから大きな金額になりま

す。埋立処分場をつくる場所をどこにする

か、お金の問題など、簡単ではないと思いま

した。 

Ｄ資源は、粗大ごみや燃やさないごみからも中

間処理として回収する仕組になっている。リ

サイクルには、もっとお金がかかります。 

 ごみの始末や分

別に関するきまり

や区や 23 区のごみ

の量の変化が分か

る。      ⑩ 

〇ごみの始末・分別に関

するきまりを調べる。

〇東京 23 区と東京都か

ら出されるごみの量の

変化を調べる。 

 ごみ減量のため

の取組を調べ、これ

からの在り方につ

いて考える。  ⑪ 

〇ごみの分別の細分化の

取組や東京都のごみ出

しの有料化について調

べる。 

最終処分場の残

りの年数が、7 年前

の30年が現在の50

年になった背景に

ある仕組や取組、地

域の人々の協力の

意味を考える。 ⑫ 

〇最終処分場の残りの年

数が延びた理由を話し

合う。 

〇地域の一員としての在

り方について考える。

⑵ 地域のごみの問題の解決に取り組む地域の

人々の働きに目を向け考える。 

【予想】 

Ａ清掃工場が増えて、燃やすごみをきちんと燃

やして灰にしてから最終処分場に運んだか

らだと思います。 

Ｂ清掃工場の燃やす技術が高まったからだと

思います。 

Ｃみんながごみを捨てる量を減らしたからだ

と思います。 

Ｄ埋立処分場の残りの年数が長くなったなん

て信じられないです。 

【振り返り】 

Ａ清掃工場の数が増えたことが理由でした。け

れど、地域の人々がきちんと分別したことも

確かに大きな力になったと思います。 

Ｂ清掃工場の技術は、より小さく少なくするこ

とでした。それが高まったからというのはや

っぱり間違いなかったし、資料にもそう書い

てありました。 

Ｃ清掃工場のことや法律のことがあったけれ

ど、やっぱりみんなの力が大きいことが分か

りました。 

Ｄ予想外のことばかりです。いくつかある理由

のうち、ぼくは法律が厳しくなったことがと

ても重要だと思っています。 

 これまでの学習

をまとめ、地域の一

人として協力すべ

きことを考え、学習

をまとめる。  ⑬ 

〇伝えたいことをまと

め、ポスターを作成す

る。 

(2)学習したことを伝えるための作品を作る。 

Ａごみを減らす取組は計画的に進められ、よく

なっていたので、もっと協力したい。 

Ｂ今ある分別のきまりを一人一人がきちんと

守れば、未来をつくることになる。 

Ｃ仕組がしっかりしているので、きちんと分別

して、もっとリサイクルしたい。 

Ｄごみをなくすのは無理だから、この問題はこ

れからもずっとぼくたちの生活に関係して

くる。これからがどうなるか心配だ。 

 学習したことを

作品にまとめ、自分

たちのかかわり方

を考える。   ⑭ 

〇作成したポスターを交

流し、学習全体を振り

返る。 

 

資① わたしたちの東京 

（Ｈ17・2005 年） 

埋立処分場の残りはあと 30 年  

資② わたしたちの東京都 

（Ｈ24・2012 年） 

埋立処分場の残りはあと 50 年  

    7 年間に最終処分場の残りの年数がのびたのはなぜか？ 

〇地域の人々
がきまりを守
ってごみを出
したから 
〇みんながき
ちんと分別し
たから 

〇清掃工場が増え
て、きちんと燃やせ
るようになったから 
〇清掃工場の燃やす
技術が高まって、ご
みをより小さくでき
るようになったから 

〇リサイク
ルできる品
物が増えた
から 

〇法律が厳
しくなった
から 

教材 

発問 
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Ⅶ 成果と課題 

 １ 研究の成果 
○小単元の初めに学習の見通しを立てる学習活動を位置付け、児童から出された予想をも

とに、追究の視点を明確にしたことで、児童は調べる対象を具体的に絞り、主体的に調

べ学習に取り組むことができた。 
○「振り返り①」を行ったことで、児童は学習問題に常に立ち返り、追究と解決の状況を

とらえ、学習問題を解決する過程で、新たな小問題を見いだすなど、見通しをもって社

会的事象を追究することができた。 
 

 
 

 
○社会的事象について当事者意識をもって考えるための指導の工夫を行ったことで、児童

は地域社会のよりよい発展を考えることができた。 
 
 
 
 
 
 
 

２ 研究の課題 
○ 調べて分かったことを、自分が立てた予想と比較して振り返る児童が少なかった。調

べ学習の際にも、常に自分の予想と比較できるように、板書や掲示を工夫する必要があ

ると考えられる。 
○ 多くの児童は、問題解決の際に観察・調査の段階で直接見学をしたり、人から話を聞

いたりして、強く印象に残った情報・知識を根拠に考える傾向がある。そのため、仕組・

法や決まりのように、様々な資料の読み取りによって得た情報・知識を活用して考えよ

うとする児童が少なかった。 
「わたしたちのくらしとごみ」第 12 時 

7 年の間に最終処分場の残りの年数が延びたのはなぜか？ 
根拠 地域の人々の取組 清掃工場の工夫 法やきまり 資源回収の決まり その他 

児童数(30 人中) １０ １３ ２ １ ４ 
調査方法 地域観察 工場見学 資料 資料 － 

地域社会について様々な立場で考え、公正に判断するためには、根拠となる知識に偏り

が生じるのは望ましくない。資料の提示の仕方や、学習計画の構成を工夫する必要がある

と考えられる。 
 

・どうやって玉川上水をつくったのかが分かった。４３ｋｍもの長い距離を人の手で

つくったなんてすごいと思った。でも、どうやって江戸全体に水を届けたのか疑問

が残った。次回はそのことを調べたい。 

・玉川兄弟の仕事にはいろいろな説があってはっきりしていないから、もっと詳しい

資料が必要だと思う。                   （実践事例１より）

・自分たちにすべきことが、これまで分かっていなかったことに気付きました。難し

い問題でも、わたしたちが協力して頑張れば、解決してきたということです。これ

はわたしたちにも解決できるということです。まず、わたしたちは、今ある決まり

をきちんと守ることが大切なのだと思います。 

・たくさんの人々が協力した結果が、今の「残り５０年」であることがわかりました。

工場の技術が発達したことも数を増やしたことも、みんなの問題の解決のための努

力でした。だから、わたしたちが地域で協力し合ってこれからも頑張るのだと思い

ます。                         （実践事例２より）
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第５学年分科会研究主題 
  
 

Ⅰ 研究主題設定の理由  

 本分科会で行った実態調査（第５学年１４９名）から９割の児童が社会的事象に関心をもっ

て学習に取り組んでいることが分かった。その反面、３割の児童が学習問題をどのように追究

すればよいか分からなかったり、必要な情報を見付けて主体的に調べることに苦手意識をもっ

たりしていることも分かった。つまり、学習問題を追究していく過程で、導入の段階で高まっ

た関心が低下しているという実態がうかがえる結果となった。 

そこで、本分科会ではこれらの実態を受け、児童に「学習の見通し」をもたせることに焦点

を当てて研究を行うこととし、児童に「学習問題の追究を方向付ける視点」と「学習の方法に

おける見通し」をもたせることが必要であると考えた。これらの手立てをもって指導すること

で、児童は意欲を持続させながら、主体的に学習問題を追究していけるのではないかと考えた。 

本分科会では、「学習問題の追究を方向付ける視点」とは、教師が学習指導要領を基に、児童

に習得させたい知識を分類・整理して設定するものであると定義した。この視点をもたせるた

めには、まずは教師が学習指導要領の内容を整理して、児童に習得させたい知識を分類する必

要がある。教師が学習指導要領の「内容」に例示されている児童に習得させたい知識を確認し

て、例えば、生産の工夫に関わること、開発に関わること、運輸の働きに関わることなどと、

分類・整理する。その上で、「生産の工夫」、「開発」、「運輸」といった「学習問題の追究を方向

付ける視点」を設け、児童が調べ学習を進める際の方向付けを行うこととした。また、児童に

視点をもたせるためには、児童の社会的事象に対する関心を高めるとともに、「学習問題の追究

を方向付ける視点」に導いていける導入時の資料選びが重要であると考えた。 
「学習の方法における見通し」とは、児童が「どのような視点」をもって「何を」「どのよう

に」調べるのかが明確な学習計画を立案することと定義した。児童がこれまでの学習で習得し

た社会的事象を調べる際の視点は何であったかを振り返ったり、学習問題に対する予想や理由、

調べる方法や根拠になると考えられる資料を「学習計画表」に記入したりすることで、問題解

決までの見通しをもつことができると考えた。 

このように、教師が学習問題の追究を方向付ける視点をもち、それに応じた資料の精選を行

うことで、児童は社会的事象に関心をもつことができるようになる。そして、児童に学習問題

の解決へ向けての見通しをしっかりともたせることで、学習問題を追究する意欲が持続し、児

童が主体的に学習を進めていけると考えた。  

以上の内容及び全体の研究主題を踏まえ、本分科会では、研究主題を「我が国の国土や産業

に関心をもち、見通しをもって問題解決ができる指導の工夫」と設定した。 

Ⅱ 研究の仮説 

 教師が学習問題の追究を方向付ける視点をもち、それに基づいて、児童が学習計画を立案す

る指導を行うことで、見通しをもって主体的に学習問題を追究していける児童が育つであろう。 

 

 

 

我が国の国土や産業に関心をもち、
見通しをもって問題解決ができる指導の工夫 
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Ⅲ 研究構想図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．「学習問題の追究を方向付ける視点」をもたせるために  
  （１）「教師用見通し表」の作成 
 
  （２）児童の関心を高め、追究の方向性が分かる教材の開発 
 

 

〈学習指導要領〉 
第 5 学年の目標と

内容 

〈研究の仮説〉 
 教師が学習問題の追究を方向付ける視点をもち、それに基づいて、児童が学

習計画を立案する指導を行うことで、見通しをもって主体的に学習問題を追究

していける児童が育つであろう。 

〈研究の内容・手だて〉 
 
 

 
 
 

〈全体研究主題〉 
 児童が社会的事象を主体的

に追究するための指導の工夫

〈5 学年分科会 研究主題〉

 我が国の国土や産業に関心

をもち、見通しをもって問題

解決ができる指導の工夫 

〈社会科の目標〉 
 社会生活につい

ての理解を図り、

我が国の国土と歴

史に対する理解と

愛情を育て、国際

社会に生きる平和

で民主的な国家・

社会の形成者とし

て必要な公民的資

質の基礎を養う。 

〈児童の実態〉 
・社会的事象に関心をもっ

ている。 
・見通しをもって追究する

ことが苦手である。 
・社会的事象の意味を考え

ることに課題がある。 

〈指導上の課題〉 
・児童の社会的事象への興

味関心が持続するような

資料提示、課題設定 
・見通しをもつための学習

計画を立てる活動の導入

・社会的事象の意味を考え

るための活動の設定 

〈育てたい児童像〉 
・社会的事象に対して問題を見い

だし、関心をもつ児童 
・見通しをもって主体的に追究す

る児童 
・社会的事象の意味を考える児童

社会的事象に対して問題を見いだし、関心をもつ児童 
見通しをもって主体的に追究する児童 
社会的事象の意味を考える児童 

１．「学習問題の追究を方向付け

る視点」をもたせるために  
 
 
 

２．「学習の方法における見通

し」をもたせるために 
 
 
 
 

 
「教師用見通し表」の作成 

児童の関心を高め、追究の 
方向性が分かる資料選び 

 
「学習計画表」の作成 
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Ⅳ 研究の内容 

１ 「学習問題の追究を方向付ける視点」をもたせるために 
（１）「教師用見通し表」の作成 

児童に習得させたい知識を、教師が学習指導要領を基に分類・整理した「教師用見通

し表」を作成し、「学習問題の追究を方向付ける視点」を設定した。児童がこの「学習問

題の追究を方向付ける視点」をもって調べ学習を進めていくことで、習得させたい知識

に児童がたどり着くことをねらいとしている。 
実践事例「自動車をつくる工業」より「教師用見通し表」作成の手順を以下に示す。 

① 学習指導要領の「内容」に例示されている事柄より児童に習得させたい知識を書

き出す。本小単元ではアからウまでの「内容」があり、ウに関しては、解説が「人々

の工夫や努力」と「貿易や運輸」の二つに分かれているので項目もそれに準じて二

つに分けている。 
② ①で書き出した児童に習得させたい知識より、本小単元に関わりのあるものを抜

き出して、内容が類似しているものや重複しているもので分類・整理する。 
③ ②で分類・整理した児童に習得させたい知識を基にして「学習問題の追究を方向

付ける視点」を設定する。この際、前小単元までに児童とともに作成した視点を活

用する。また、教師はこの視点をもって学習問題を想定する。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

①「内容」ア～ウに例示されている児童が

調べる事柄や教師が取り上げる事柄より

児童に習得させたい知識を書き出す。 

②児童に習得させたい知識を内容が類

似しているものや重複しているもので

分類・整理する。 

③分類・整理した児童に習

得させたい知識より「学習

問題の追究を方向付ける視

点」を設定する。
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（２）児童の関心を高め、追究の方向性が分かる資料選び 
単元の導入で提示する資料は、児童が関心をもって調べたいと思えるもの及び、教師用

見通し表で設定した「学習問題の追究を方向付ける視点」へ児童を導けるものとした。 
実践事例「自動車をつくる工業」より 
○ 消費者の多様な要求に応えている企業のＨＰ…「生産の工夫」「開発」の視点へ 
○ 日本車の世界での需要が分かる地図や表…「輸送」や「開発」の視点へ 
○ 世界で支持される日本車の写真…「輸送」や「開発」の視点へ 

２ 「学習の方法における見通し」をもたせるために  
（１）「学習計画表」の作成 

児童に「学習の方法における見通し」をもたせるために、「学習計画表」を作成させた。

実践事例「自動車をつくる工業」より「学習計画表」作成の手順を以下に示す。 
① １時間目に１の（２）で示した資料を基にして児童と共に学習問題を作り、児童一

人一人に短冊を渡して「学習問題に対する予想」を書かせておく。学習内容を振り返

りながら児童に「学習問題」と「学習問題に対する予想」を学習計画表に記入させる。 
② 短冊に書かれた児童の「学習問題に対する予想」を黒板で分類・整理する。分類・

整理した「学習問題に対する予想」を基に、教師と児童とのやり取りで「視点」を作

っていく。「教師用見通し表」で設定した「学習問題の追究を方向付ける視点」の文

言と異なるものが児童の意見として挙がることも考えられるので、類義語や類似の表

現は許容とする。また、「教師用見通し表」で設定した「学習問題の追究を方向付け

る視点」以外のものが児童から挙がった場合、追究の視点として妥当なものであれば

取り上げることとする。教師が意図する「学習問題の追究を方向付ける視点」が挙が

らない場合には教師から提示する準備もしておく。 
③ 児童は自分が特に追究していきたい視点と調べたいことを決め、それに対する予想

や理由、調べるための手立てを記入する。予想や理由、調べるための手立てが書けず

に支援が必要な児童への配慮として、グループで交流する時間を設ける。 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
選んだ視点 「調べたいこと」と「予想と理由」 調べるための手立て 

  

 

工場の位置が示されている地図 

  

 

教科書 13 ページの資料 

世界でも人気のある日本の自動車はどのようにして作られ、 

私たちのもとへとどけられるのでしょう。

農業などの時と同じように、共同作業をしてよりよい自動車を作ろうと 

工夫していると思う。 

「学習問題」と「学習問題

に対する予想」を記入 

生産の工夫 開発 輸送 その他  

「学習問題の追究を方

向付ける視点」を記入 

「調べたいこと」とそれ

に対する「予想と理由」、

「調べるための手立て」

を記入 

運びやすい臨海部に工場があると思う。理由は、船で運ぶと

きに内陸部にあったら船の近くまで運ぶのが大変だから。 

農業などの時と同じように、共同作業をしてよりよい自動車

を作ろうとしていると思う。そうしないと効率が悪いし大量

に作れないと思うから。 

輸送 

生産の工夫 

【「自動車をつくる工業」における「学習計画表」】 
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Ⅴ 研究内容 実践事例「自動車をつくる工業」（１０時間扱い）  児童の反応   考察 

 時 ねらい ○学習活動 ●研究の内容 ・児童の反応 ※資料 

１ 私たちの生活を
支える自動車を
つくる工業に関
心をもち、学習
問 題 を 見 い だ
し、予想をする。 

○ハイブリッドカーやラリ
ーで砂漠を走る日本車の
写真を見たり、消費者の
ニーズに合わせた車づく
りをしていることを知っ
たりすることで、自動車
工業に関心をもつ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○日本の自動車の販売台数

が世界で一位であるとい
う事実から疑問をもち、
それをもとに学習問題を
考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
○学習問題についての予想

をする。 

 

 

 

●児童の関心を高め、追究の方向性が分か
る資料選び（「学習問題の追究を方向付
ける視点」につながる資料の提示） 

※車のオーダーシート 
（生産の工夫につながる資料） 
・こんなにたくさんの種類から選べるのは

お客さんに満足してもらうためだと思
う。 

・買う人に合った車を作っている。 
※ハイブリッドカーの写真 
（開発につながる資料） 
・環境にやさしい車のことだ。 
・電気自動車というのもある。 
※ラリーで砂漠を走る日本車の写真 
（生産の工夫 輸送につながる資料） 
・丈夫そうな車だな。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※世界自動車メーカー販売台数ランキング
（学習問題につながる資料） 
・どうしてこんなに売れているのだろう。
・ほかの国にはない特別な性能があるのだ

ろう。 
・農業の時のように作り方に工夫があるの

かもしれない。 
・農業や漁業の時と同じようにどうやって

届けられるのかも考えたほうが良いので
はないか。 

・世界でも売られているのかな？ 
 
 
 
 
 
 

学習問題                           
世界でも人気のある日本の自動車はどのようにして作られ、私たちのもと
へとどけられるのでしょうか。 

提示資料【世界自動車メーカー販売台数ランキング】

提示資料【ラリーで砂漠を走る日本車の写真】

Ａ児  
・世界にも輸出されているだ 

ろうから船で運ぶのではな
いか。 

Ｂ児  
・漁業のように生産者から直

接届けられるのではなく
様々な働きをする人たちが
いて自分たちのもとに届け
られると思う。 

Ｃ児  
・パーツを作り、最後に合体

させて作ると思う。 

  「学習問題の追究を方向付ける視点」
につながる資料を提示した後、学習問
題につながる資料を見せたことで、な
ぜそんなに売れるのか、何かすごい性
能があるのではないか、などの活発な
意見が出た。さらに既習の単元での学
習問題を想起させながら「どのように
作られるのか」「どのように届けられる
のか」という疑問を導き出した。 

既習の視点を生かすことによって児童は
視点に沿った予想を立てることができた。
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２ 学 習 計 画 を 立
て、今後の学習
の 見 通 し を も
つ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○学習問題についての予想
を分類し、調べるための
視点を話し合う。 

○選んだ視点について調べ
るために必要な資料を考
える。 

 
 

●「学習計画表」の作成 
  
 
 

３ 
４ 

自動車が生産さ
れて、消費者のも
とへ届くまでの
過程でどのよう
な工夫がされて
いるのかを調べ
る。 

○それぞれの学習計画にそ
って、グループごとに調
べ活動を行う。 

 
調べる視点 
生産の工夫 開発 輸送 

 

５ 
 
 
 
 

自動車生産にか
かわる様々な工
夫を理解する。 
 
 

○グループごとに調べて分
かったことを交流する。

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ児 生産の工夫 輸送 
地図から 
・私たちが見学でいく工場は、

海に面している。近くに空港
もあるから、自動車の部品な
どの輸送に関係があるかもし
れない。 

本から 
・予想通り海外へは専用の船で

運んでいることが分かった。
国内はキャリアカーで運んで
いる。だから農業や漁業の時
のように自動車の値段には輸
送費なども含まれていると思
う。 

Ｂ児 輸送→生産の工夫 
インターネットと本から 
・キャリアカーで港まで運び、

船では５０００台もの車を
傷つけないように積んでい
る。どうやってそんなに多
くの車を作るのだろう。大
量生産するためのすごい機
械を開発しているのではな
いか。 

Ｃ児 生産の工夫 
写真から 
・コンベアーに乗せて流

れて来る車にいろいろ
な部品を取り付けてい
ることが分かった。 

Ａ児生産の工夫 
・生産の工夫としてロボット

を使うことは分かったが、
その理由は効率よく作ると
いうことと危険な作業だか
らなのではないかと思うか
ら、詳しく調べたい。 

Ｂ児生産の工夫 
・組み立てラインの上で作業を分

担したり、指示ビラを確認した
りしているから正確に作れる
ことが分かった。組み立て工場
だけでなく部品を作っている
組み立て工場でも工夫をして
いることも分かった。 

Ｃ児生産の工夫 
・車の作り方は分かった

ので、実際に見て確か
めたい。   

 農業や漁業での学習計画表と比べる
と、調べるために必要な資料を具体的
に考えられるようになった。 

  自ら立てた学習計画表に沿って
調べ活動を行ったので大変意欲的
に活動する姿が見られた。また、一
人では調べ活動が難しい児童も同
じ視点の友達と活動することで、意
欲の持続につながった。さらにＢ児
のように調べ活動を進める中で初
めの視点が広がって他の視点につ
いても考える児童が出てきた。 

Ａ児 

視

点 

予想と理由 調べるため

の手立て 

輸

送 

製品を運びやすい

臨海部にあると思

う。 

自動車工場

の 示 さ れ  

ている地図 

生
産
の 
工
夫 

たくさん作るため

にいくつかの工場

で分担していると

思う。 

自動車工場

全体の図 

工場の人に

生産方法を

聞 い て み

る。 

Ｂ児 

視

点

予想と理由 調べるため

の手立て 

輸

送

いろいろな人が関

わって製品が運ば

れてくると思う。

インターネ

ットで「車

の 運 ば れ

方」と打つ。

Ｃ児 

視

点

予想と理由 調べるため

の手立て 

生
産
の

工

夫

たくさんのパーツ

を作り、最後に合

体させると思う。

工場で作っ

ている様子

の写真 
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６ 
７ 

自動車工場を見
学し、働いている
人たちの工夫や
工場の仕組みに
ついて調べる。 

○自動車工場を見学し、自
分たちが調べたことを確
かめるとともに、働いて
いる人の工夫や苦労、自
分たちが解決できなかっ
た疑問点について調べ
る。 

 
 

８ 自動車工場で働
いている人たち
の工夫や工場の
仕組みについて
考える。 

○見学してわかったことを
まとめる。 

 
 
 
 

９ 自動車づくりを
はじめ、今後の工
業生産では社会
や消費者のこと
を考えた開発が
大切なことが分
かる。 

○安全についての対策や消
費者のニーズに合った製
品の研究開発などについ
て調べ、これからの工業
生産に大切なことを話し
合う。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 学習問題について
調べてきたことを
まとめる。 
 

○自動車工場の生産の仕組
みや技術開発の取り組
み、運輸の働きなどにつ
いて関係図にまとめ、こ
れからの日本の工業につ
いて考える。 

 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学習問題に対する自分の考え                         
日本の自動車工業では、効率よく正確につくるための工夫や努力を行って優れた製品
を生産し届けている。また、社会や消費者のニーズに応えるために資源の有効な利用や
環境保全にも取り組み、国民の生活を支えている。 

Ａ児生産の工夫 
・予想通り、危険な作業の時

にも機械を使っていた。ま
た、工場では環境のことを
考えた様々な取組をしてい
た。だから、消費者も環境
のことをもっと考えるべき
だと思う。

Ｂ児車の開発 
・環境のことを考えて 100％ 

リサイクルできる車を作ろ
うとしていることがわかっ
た。 

Ｃ児生産の工夫 
・流れ作業で生産していた。

働く人が作業しやすくす
るための工夫もたくさん
あった。 

Ａ児生産の工夫 
・生産者は消費者の安心や安

全、そして環境のことも考
えて生産している。だから、
わたしたちも環境によい車
を使ったりカーシェアリン
グをしたりして、生産者と
つながらなければならない
のではないだろうか。 

Ｂ児開発 
・生産者は消費者のニーズに

合わせた車づくりをしてい
た。これからはさらに効率
よく、安全や環境のことを
考えた車をつくっていくだ
ろう。 

Ｃ児生産の工夫 
・たくさん売れるようにす

ごい機能をもった車をつ
くっていた。たくさんつ
くった車は船で運ばれて
いる。 

この段階では調べる視点についての
理解があるので、計画を立てる段階で
は出てこなかった環境についての取り
組みや工場の立地についても考えるこ
とができた。 

関係図にまとめる際も調べる視
点をもとに考えたので、まとめを書
くことが苦手な児童もすすんで活
動することができた。 

  調べたことをグループで交流する
ことで調べていない視点についても
理解できるようにした。しかし、児童
によっては友達との交流だけでは確
実に理解できないこともあるので、更
なる工夫が必要と考える。 

  工場の見学においても、調べる視点
を意識しながら見学、インタビューを
することができた。 

A 児の学習問題に対する自分の考え 日本の自動車工業では、様々な工夫をして社会や消費者のニーズに合わ

せた車作りをし、日本の各地や世界へと届けていた。このように消費者と自動車工業には深い関係

があるのだ。だから、これからも社会や消費者のニーズに合わせた色々な開発をしていくだろう。
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Ⅵ 成果と課題 

１ 研究の成果 

○ 「教師用見通し表」を作成したことで、教師は学習指導要領の「内容」より、児童に

習得させたい知識を明確に捉えて指導に当たることができた。また、「教師用見通し表」

で児童に習得させたい知識を分類・整理して「学習問題の追究を方向付ける視点」を設

定したことで、児童にどのような視点をもたせて学習を進めていけばよいのか見通しを

もつことができ、資料選びや学習問題作りを視点に沿って円滑に行うことができた。 
○ 単元の導入で児童の関心を高め、追究の方向性が分かる資料を用意したことで、児童

は進んで問題を見いだし、「学習問題の追究を方向付ける視点」に沿った学習問題に対す

る予想を立てることができた。本実践では、「生産の工夫」「開発」「輸送」の３つの視点

に児童を導くための資料を提示した。それにより、児童の関心を高めるとともに教師の

ねらいとする方向に児童の思考を導くことができた。また、既習の単元で獲得した「学

習問題の追究を方向付ける視点」を活用する児童の姿も見られた。 

 

 

 

 

 
○ 児童に「学習計画表」を作らせて、「学習の方法における見通し」をもたせたことで、

「学習問題の追究を方向付ける視点」をもってすすんで調べる姿が見られた。児童は「学

習計画表」に記入した「学習問題」やそれに対する自分の「予想と理由」「調べるための

手立て」を振り返りながら、「どのような視点」をもって「何を」「どのように」調べる

のかを常に意識して、調べ学習を進めることができた。 
 
 
 

また、実践事例内の A 児の学習問題に対する自分の考えに表れているように、学習の

まとめで「学習計画表」を振り返り、学んだことを共有することで、児童は自分が特に

追究してきた視点以外の視点からも学習問題について考えることができた。 
２ 研究の課題 

◇ 年間指導計画を立てる際に、「学習問題の追究を方向付ける視点」を全ての単元におい

て設定することが必要である。視点を生かせる単元同士のつながりを考慮した年間指導

計画を作成することが課題として挙げられる。 

◇ 児童に「学習問題の追究を方向付ける視点」から自分が特に追究していきたい視点を 

もたせて、個別に調べ学習をすすめていく学習の仕方は、時数や資料の準備の観点から、

適用が難しい単元もある。自分が特に追究していきたい視点をもたせた上で、それぞれ

の視点を全員で順番に追究していく学習の仕方でも、児童が学習問題を主体的に追究で

きるか検証していくことが課題として挙げられる。 

・どうやって海外まで自動車を運ぶのかを調べたい。たぶん船を使って大量に運んでいる

と思う。船に車を積んでいるような写真や輸出の数がわかるグラフを探したい。 

（「輸送」の視点を選んだ児童の「学習計画表」より）

・より丈夫で安全な車を作るために検査を厳しくしていると思う。⇒「生産の工夫」の視点 

・「自動車工業では速く正確に作ったり働く人の体調まで気遣ってミスを少なくしたりする生産の工夫が

すごいと思いました。そういった生産の工夫が、どの産業でもその産業が盛んになっていくために大

事だと思いました。アイデアを出し合うのは大変だけれども、それを考えるのが楽しいのかなと思い

ました。」（農業や水産業の学習で獲得した「生産の工夫」の視点を自動車工業の学習で活用した例）
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第６学年分科会研究主題                           
 
 
 
Ⅰ 研究主題設定の理由 

 本分科会では、児童が「自ら社会的事象に関心をもち、意欲的に調べ、意味を考え表現する」

ためには、何が必要であるかを把握するために、第６学年の児童１６７名に実態調査を行った。

実態調査の結果は、「社会科の授業はとても楽しい」「社会科の授業はどちらかといえば楽しい」

と回答した児童が８割を占めた。一方で、社会科の学習の意欲が単元の最後まで持続しない児童

が６割程度いるという実態も見られた。また、「複数の情報を比べたり、結び付けたりしている」

「調べて分かったことや考えたことを、自分なりにまとめている」という質問に対して、「苦手」

「どちらかと言えば苦手」と回答した児童は６割を占めた。本分科会ではこれらの結果を、児童

は導入の段階で社会科の学習に関心をもち、意欲的に取り組んでいるが、その関心が単元を通し

て持続しにくい傾向があること、そして、複数の情報を比較や関連、総合して考える経験が少な

いため、社会的事象の意味を考えることに苦手意識があると分析した。 
つまり、児童が「主体的に追究」するようになるためには、単元を通して児童に関心をもたせ

るための指導の工夫及び、社会的事象の意味を考えさせるための指導の工夫を行っていくことが

必要であると捉えた。 
更に、小学校学習指導要領第２章第２節社会では、第６学年の能力に関する目標において、「社

会的事象をより広い視野から考える力」を育てることが示されている。そのため、児童に社会的

事象を「より広い視野」から考えさせることは、児童に主体的に追究する楽しさを味わわせるこ

とにつながると考え、上記の分科会主題を設定した。 
本分科会では、分科会主題に迫るために二つの手だてが有効であると考えた。 
一つは、児童に単元を通して社会的事象への関心を持続させるために、学習した内容を振り返

り、次の学習を見通す活動を計画的に設定したことである（＝振り返り①）。この活動を取り入れ

ることにより、児童は次時の学習で何を解決しなければならないか明確に意識できることで、主

体的に追究することの楽しさに気付き、関心が持続すると考えた。また、教師は児童が学習した

内容や学習の中で見いだした疑問を把握することができるため、次時の学習内容につながる児童

の考えや疑問をふまえた教材研究や授業の構築が可能となり、より児童の実態に即した学習を展

開することができると考えた。 
二つは、児童に社会的事象の意味をより広い視野から考えさせるために、学習問題に対する自

分の考えをまとめた後に、単元を振り返る時間を設定したことである（＝振り返り②）。この活動

を取り入れたことにより、児童は学習問題に対する自分の考えをまとめた後に、再度、単元を振

り返ることができるため、社会的事象の意味をより広い視野から考えることができると考えた。 
これらの二つの手だてを通して、児童に主体的に追究する楽しさを味わわせることができると

考え、実践を行っていくこととした。 
 
 

 

歴史や政治、国際理解に関心をもち、 
社会的事象の意味をより広い視野から考える学習指導の工夫 
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Ⅱ 研究の仮説 

１ 振り返る活動を指導計画に計画的に位置付け、次時の学習内容につながる児童の意見や疑

問を授業の導入において取り上げるなど、児童の実態に即して授業を構築すれば、児童は歴

史や政治、国際理解に関心をもち続けながら、学習を進めることができるであろう。 
２ 学習問題に対する自分の考えをまとめた後に、単元を振り返る時間を設定し、振り返り資

料を活用すれば、児童が社会的事象の意味をより広い視野から考えることができるであろう。 
 

Ⅲ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
社会生活について

の理解を図り、我が国

の国土と歴史に対す

る理解と愛情を育て、

国際社会に生きる平

和で民主的な国家・社

会の形成者として必

要な公民的資質の基

礎を養う。 

 
・社会的事象に対する

関心が高い。 
一方で、関心・意欲

の持続が課題であ

る。 
・複数の情報を比べた

り、結び付けたりし

て考えることに苦

手意識をもってい

る。 
 
第６学年の目標・内容 

歴史や政治、国際理解に関心をもち、

社会的事象の意味をより広い視野から

考える学習指導の工夫 

 
歴史や政治、国際理解に関心をもち、

社会的事象の意味をより広い視野から考

える児童 

 

１ 振り返る活動を指導計画に計画的に位置付け、次時の学習内容につながる児童の意

見や疑問を授業の導入において取り上げるなど、児童の実態に即して授業を構築すれ

ば、児童は歴史や政治、国際理解に関心をもち続けながら、学習を進めることができ

るであろう。 
２ 学習問題に対する自分の考えをまとめた後に、単元を振り返る時間を設定し、振り

返り資料を活用すれば、児童が社会的事象の意味をより広い視野から考えることがで

きるであろう。

 
 

〈社会科の目標〉 〈児童の実態〉 

〈学習指導要領〉 

〈６学年分科会 研究主題〉 

〈育てたい児童像〉 

〈研究の仮説〉 

〈研究の内容：イメージ図〉 

 
児童が社会的事象を主体的に追究  

するための指導の工夫 

〈全体研究主題〉 

○振り返る活動の計画的な設定 
  ＝振り返り① 

○単元を振り返る時間の設定 
     ＝振り返り② 
     （振り返り資料の活用） 

関心・意欲の持続 より広い視野から考える 

主 体 的 に 追 究

 

 

１単位時間 

 

次時の導入に生かす 

児童の思考をつかむ 

 

 

学習問題に対する 

自分の考え 

 振り返り② 

まとめる → 振り返る 
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Ⅳ 研究の内容 

１ 関心・意欲を持続させるための指導の工夫 

 ～振り返る活動の計画的な設定～ 

  本分科会では、児童の関心・意欲を小単元を通して持続させ、主体的な学びへつなげるため

には、児童に社会的事象を追究する楽しさに気付かせる必要があると考えた。そのための手だ

てとして、毎時間ごとに学習した内容を振り返る活動（「振り返り①」）を設定することとした。

児童に次時へのつながりを意識させ、学習の見通しをもたせるために、考えや疑問を引き出し、

全体で共有していくこととした。 
  

＜毎時間ごとに行う「振り返り①」のイメージ＞ 

振り返り①                効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 社会的事象の意味をより広い視野から考えるための指導の工夫 

（１）社会的事象の意味をより広い視野から考えさせる時間の設定 
   社会科における問題解決的な学習過程においては、「まとめる」段階で学習問題の答えを導

き出し、社会的事象の意味をつかむことになっている。本分科会ではそれに加えて、「振り返

る」段階を設定し、さらに社会的事象の意味を考える時間を設けることとした（「振り返り②」）。 
このように、複数の情報を比較・関連、総合して社会的事象の意味を考える経験を重ねる

ことで、児童が社会的事象の意味をより広い視野から考えることができると考えた。 
 
（２）「振り返り資料」の活用 

本分科会では、「振り返り②」において、社会的事象の意味をより広い視野から考えるため

に、「振り返り資料」を活用することとした。学習問題を見いだす際、または学習問題を追究

する際に用いる資料の中から「振り返り資料」を１つ設定し、小単元の中で２回程度繰り返

して用いる。「振り返り資料」は最初の提示においては、事実を捉えるために用いられるが、

２回目の提示では小単元を通して学んできたことをもとに、社会的事象の意味を考えていく

ためのものとなる。小単元の最後に、初めには見えなかったことに気付き、考えを深める経

験をすることで社会科学習の楽しさを味わうことができ、それが主体的な学びへつながって

いくと考えた。 
 

 

 

 

児童が 
・分かったこと 
・気付いたこと 
・考えたこと  

を書く 

児童が発表

する、また

は教師が次

時の冒頭で

紹介する 

★次時へのつながりを意識する 
★学習の見通しをもてる 
⇒追究する楽しさに気付き、 

関心・意欲が持続する 

紹介する視点 

 （１）学習したことを確認できる 
（２）次の学習につながる考えや疑問がある

− 20 −



 

 

＜社会的事象の意味をより広い視野から考える「振り返り②」のイメージ＞ 

 

 
 
 
 
 
１回目の提示（２/７） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２回目の提示（７/７） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜学習問題＞ 幕府はどのようにして江戸の世を治めていったのか。 

１回目の提示

では、社会的事

象（事実）を捉

える。１回目の

提示は小単元の

早 い 段 階 で 行

う。 

考えさせる社会的事象の意味 徳川家康や  徳川家光の働きにより 

武士を中心とする身分制度が確立し、江戸幕府の政治が安定した。 

 

徳川家光はどうして日光東照宮を建てたのだろうか。 

＜学習問題に対する自分の考え＞

・児童のまとめた文章等 

徳川家光はどうして豪華な日光東照宮

を建てることができたのだろうか。 

社会的事象の意

味を、「学習問題に

対する自分の考

え」からだけでな

く、「振り返り資料

の提示」（振り返り

②）を通して確実

に導き出せるよう

に工夫した。あら

かじめ考えさせる

社会的事象の意味

を明確にしてお

き、それに迫る発

問を行う。 

資料世界遺産である 

写真「日光東照宮」 

資料 地図「主な大名の配置」

資料イラスト「江戸のまちのにぎわい」

資料イラスト「加賀藩の参勤交代図」 

資料 地図「琉球王国」「蝦夷地」 

資料イラスト「出島」 資料イラスト「正月の絵踏み」

資料 イラスト「百姓の生活の心得」 

振り返り資料 

世界遺産である 

写真「日光東照宮」 
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Ⅴ 実践事例 

 ねらい ○主な学習活動 ●研究の内容  【資料】  ・児童の反応 

 

①江戸のまち

のにぎわい

の様子をみ

て話し合い、

学習問題を

立てる。 

○学習問題を話

し合って立て

る。 
 
 

【江戸のまちのにぎわい（イラスト）】 
・江戸のまちが栄えたのはなんでだろう。 
・徳川家はすごい！ 
 
 
●関心・意欲を持続させるための指導の工夫 
A 児…なんで２６０年も続いたのか知りたい。 

次時に紹介（２）考えや疑問 

 

②徳川家光が

日光東照宮

を建てた理

由を予想す

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○徳川家光はど

うして日光東

照宮を建てた

のかを話し合

う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●２ 社会的事象の意味をより広い視野から考え

るための指導の工夫 
【振り返り資料（１回目）日光東照宮】 
 
 
 
 
 
 
 
 
・家康の遺言により建てた。 
・家康の偉大さを示す。 
・規模が小さかったから大きくしたと聞いた。 
●関心・意欲を持続させるための指導の工夫 
B 児…他の大名は幕府に反感をもった

のだろうか。 
次時に紹介（２）考えや疑問 

③江戸幕府の

大名支配の

仕組みにつ

いて理解す

る。 

○江戸幕府が、ど

のようにして

大名を支配し

ていったのか

を調べる。 

【主な大名の配置（地図） 
 加賀藩の参勤交代図（イラスト）】 
・将軍は裏切るかもしれないから外様

大名を遠くにしたと思う。 
・大名の中には悔しい人もいたと思う。 
・関ヶ原の戦いにおける立場で大名配

置が決まった。 
●関心・意欲を持続させるための指導

の工夫 
B 児…三代将軍家光が江戸の政治をつ

くっていったことがわかった。 
（１）学習したことの確認 

C 児…大名や武士以外の人たちはどう

したのかな？ 
次時に紹介（２）考えや疑問 

④幕府が身分

制度によっ

て農民や町

人などを支

配したこと

を読み取り、

まとめる。 

○江戸幕府が、ど

のようにして

百姓や町人を

支配していっ

たのかを調べ

る。 

【百姓の生活の心得（イラスト）】 
・幕府は心得などの決まりをつくって

支配した。 
・五人組などの責任を負わされて苦し

かったと思う。 
●関心・意欲を持続させるための指導

の工夫 
C 児…大変な暮らしをしている人がい

た。他にもそういった人がいたのか

な。次時に紹介（２）考えや疑問 

《学習問題》幕府はどのようにして江戸の世を治めていったのか。 

 
 

●２ より広い視野から社会的事象の意味を考えるための指導の工夫について 
１回目の提示では、社会的事象（事実）を捉える。 
ここでは特別活動で学んだことや特別活動の事前調べ学習で得た事実が根拠と

なっている。 

徳川家光はどうして日光東照宮を建てたのだろうか。

１ 関心・意欲を

持続させるため

の指導の工夫に

ついて 
 学習した内容

を振り返る活動

を設定した。それ

を次時の導入で

紹介し合い、学級

全体で共有する

ことで、問題解決

的な学習を連続

させることがで

きた。このことに

より、追究する楽

しさを味わうこ

とができ、関心が

持続したと考え

る。 
それとともに

授業の中で児童

がどのように考

えたかを、教師が

把握することに

もつながった。振

り返り①での児

童の発言が、その

まま次時のねら

いになることも

あった。 
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⑤鎖国政策が

国内にあた

えた影響を

理解する。 

○江戸幕府が、ど

のようにして

キリスト教を

支配していっ

たのかを調べ

る。 

【正月の絵踏み・出島（イラスト）】 
・キリスト教信者は不満をもったと思

う。 
・貿易の利益を幕府が独占できた。 
●関心・意欲を持続させるための指導

の工夫 
B 児…オランダと貿易したのはなぜ？

次時に紹介（２）考えや疑問 
⑥鎖国の間も、

様々な形で

外国との交

流が行われ

ていたこと

が分かる。 
学習問題に

ついてまと

める。 

○江戸幕府が鎖

国している間、

海外との交流

はどのように

行われていた

のかを調べる。

○学習問題につ

いて話し合っ

てまとめる。 

【琉球王国・蝦夷地（地図）】 
・鎖国の時にも交流はしていることが

わかった。 
 
 
 
●関心・意欲を持続させるための指導の工夫 
A 児…参勤交代で大名を支配するだけでなく、経済も発展

させたから江戸幕府はえらいと思う。 
（１）学習したことの確認 

B 児…武士や大名、町人などを厳しく取り締まったことが

わかった。次時に紹介（２）考えや疑問 
 
 
 

 

⑦江戸幕府の

支配につい

ての社会的

事象の意味

を考え、適切

に表現する。 

○振り返り資料

を活用して、江

戸幕府の支配

についての自

分の考えを表

現する。 

●２ 社会的事象の意味をより広い視野から考えるための

指導の工夫 
【振り返り資料（２回目）日光東照宮】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・参勤交代により、大名の統制がより強くなったと思う。 
・貿易を制限して利益を上げた幕府はすごいと思う。 
・伊達政宗が寄付した灯篭もあった。やっぱり権力がすご
かったんだ。 

・江戸幕府を安定させたのは家光の力。日光東照宮は、家
康だけでなく家光や幕府の権力の象徴にもなっていたん
だと思う。それが今も残っているというのはすごいと思
った。 

●２ より広い視野から社会的事象の意味を考えるための指導の工夫について 
２回目の振り返り資料の提示を通して社会的事象の意味を確実に導き出せるようにした。

「調べる」段階で学んだことを比較・関連、総合させて社会的事象の意味を考えることがで

きた。 
例えば、参勤交代による大名統制を行ったり、貿易の制限を行ったりすることができた幕

府の権力の強さと、東照宮の豪華さをつなげることができた。「伊達政宗が寄付した灯篭」

は移動教室で得た知識であったが、それも権力の象徴であると捉えることができた。加えて

１回目の提示では「家康の権力の大きさ」や「家光が建て直した」という事実を捉えるだけ

だったが、２回目の提示では「日光東照宮が現在にも受け継がれている」という今に残る文

化遺産としても捉えることができた。それらがより広い視野から考えることにつながったと

徳川家光はどうして豪華な日光東照宮を建てることが

できたのだろうか。 

 
 

＜学習問題に対する自分の考え＞参勤交代、鎖国、身分制度などの政策
によって江戸幕府は 士による政治を 定させていった。 
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Ⅵ 成果と課題 

 １ 研究の成果 
○ １時間の授業の終わりに、毎回視点に沿って振り返る時間を設定し、振り返りを次時の

導入に生かしたことで、児童は学習のつながりを意識したり、見通しをもったりすること

ができた。そのことにより、問題解決的な学習の連続性を保つことができたと考える。「次

は○○をしたい。」「もっと□□を調べたい。」と、単元を通して関心・意欲を持続させる

ことにつながった。 
 
 
 
 
 
 

○ 単元を振り返る時間を設定し、振り返り資料を活用したことで、児童は、学習問題に対

する自分の考えを再確認し、社会的事象の意味を捉え直すことができたと考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 研究の課題 

○ 振り返り①では、学習過程や形態に応じて、振り返りの内容や紹介方法を更に工夫して

いく方向性も考えられる。よりよい振り返り①の在り方を探っていきたい。 
 

○ 振り返り資料の２回目の読み取りにおいて、１回目に読み取った内容とあまり変容が見

られない児童も若干名いた。社会的事象の意味を考えさせるために、どのような発問が効

果的であるか、検証を重ねていく必要がある。 
 

＜児童の姿＞ 
・農民たちは、百姓の心得や五人組や身分制度などによって支配されていたことが分か

った。（１）学習したことの確認 
・参勤交代で大名を支配していた。百姓や他の人たちはどうやって支配していたのか調

べたい。（２）次の学習につながる考えや疑問 

＜学習問題に対する自分の考え＞ 
・参勤交代や鎖国、身分制度などの政策

によって江戸幕府は武士による政治

を安定させていった。 

＜１回目の読み取り＞ 
社会的事象（事実）を捉える。  
・家康の遺言を聞いて建てた。 
・家康の偉大さを示す。 
・規模が小さかったから大きくしたと聞

いた。 

＜２回目の読み取り及び単元を振り返る時間における児童の姿＞ 
小単元を通して学んできたことを基に振り返り、社会的事象の意味を考えていく。 
・江戸幕府を安定させたのは家光の力。日光東照宮は、家康だけでなく家光や幕府の権

力の象徴にもなっていたと思う。それが今も残っているのはすごいと思った。 
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